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平成18年度当初予算の概要─最少の経費で最大の効果を─

新生成田市スタートの年
予算総額は763億円

平成18年度予算案が3月定例市議
会で可決されました。予算編成に当
たっては、下総町・大栄町との合併
に伴い、骨格予算を編成しました。
本号では平成18年度当初予算の概

要についてお知らせします。

空港（そら）
交流（ふれあい）
希望（ゆめ）
創造都市成田



わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
収
益
が
改
善
を
続
け

て
お
り
、
い
ま
だ
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
が
残
る
も

の
の
企
業
部
門
の
好
調
さ
が
家
計
部
門
へ
波
及
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
反
映
し
個
人
消
費
に
つ

い
て
も
緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
民
間
需
要

に
支
え
ら
れ
た
景
気
の
回
復
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
空
港
関
連
企
業
を
中
心
に

税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
に
お
け
る
三
位
一
体
の
改
革
や
厳
し
い
県

の
財
政
状
況
を
反
映
し
て
、
国
・
県
補
助
金
の
廃

止
・
縮
減
に
よ
り
、
財
政
運
営
も
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
平
成
18
年

度
を
初
年
度
と
す
る
、
新
総
合
計
画
な
ら
び
に
新

市
建
設
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
①
世
界
と
の
交

流
拠
点
と
し
て
市
民
が
誇
れ
る
都
市
を
つ
く
る
、

②
市
民
が
い
き
い
き
働
く
活
力
あ
る
産
業
を
育
て

る
、
③
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
た
生
活
を
さ
さ
え
る
、
④
市
民
が
地
域
文
化

を
愛
し
、
次
代
を
担
う
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
、

⑤
市
民
が
安
全
、
安
心
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
を
つ
く
る
、
⑥
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
効

率
的
な
自
治
体
運
営
を
行
う
、
の
六
つ
の
基
本
方

向
に
基
づ
き
、
主
要
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
の

緊
急
性
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
一
層
の
経
費
節
減

を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
と
効

率
的
な
財
政
運
営
に
留
意
し
な
が
ら
、
平
成
18
年

度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

新
成
田
市
の
予
算
総
額
は
、
７
６
３
億
７
、２

５
１
万
円
。
そ
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
で
４
９
５

億
円
、
特
別
会
計
が
７
会
計
で
２
３
５
億
８
、９

９
０
万
円
、
水
道
事
業
会
計
が
32
億
８
、２
６
１

万
円
で
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
一
般
会
計

で
62
億
円（
14
・
３
％
）増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
税
制
改
革
に
よ
る
個
人
市
民
税
、

企
業
収
益
の
増
収
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
伸
び
に

よ
り
、
市
税
全
体
で
は
２
７
５
億
６
、２
９
３
万

円（
全
体
の
55
・
７
％
）、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

31
億
４
千
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
多
い
国
庫
支
出
金
は
、
42
億
４
５
７
万

円
、
昨
年
よ
り
４
億
６
、９
７
６
万
円
の
増
で
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
こ
れ
ま
で
成
田
市
で
は

計
上
さ
れ
な
か
っ
た
普
通
交
付
税
の
15
億
円
を
計

上
し
、
特
別
交
付
税
と
併
せ
19
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
昨
年
２
番
目
だ
っ
た
民
生
費
が
23

億
５
、３
１
３
万
円
増
の
１
０
１
億
９
、４
６
９
万

円（
20
・
６
％
）で
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
主
な

も
の
は
乳
幼
児
医
療
対
策
事
業
・
児
童
手
当
支
給

事
業
・
介
護
予
防
支
援
事
業
な
ど
で
す
。

２
番
目
は
総
務
費
の
97
億
２
、３
１
４
万
円

（
19
・
６
％
）。
昨
年
比
31
億
７
、１
０
０
万
円
の

増
で
す
。
平
成
22
年
度
開
業
を
目
指
す
成
田
新
高

速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
事
業
や
成
田
ナ
ン
バ
ー
誕
生
記

念
事
業
な
ど
で
す
。
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495億円
一般会計とは、市の基本的な
行政を行うための会計です。主
な事業は6・7ページ をご覧くだ
さい。

235億8,990万円
特別会計とは、特定事業を行
う場合に一般会計と区分して経
理する必要のあるときに設ける
会計をいいます。本市では次の
7会計が設けられています。

"国民健康保険 ……………90億9,167万円
（事業勘定）………………89億6,290万円
被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに
際し、必要な保険給付を行います。
（施設勘定） …………………1億2,877万円
国保大栄診療所において、被保険者などに
対し診療を行います。

"下水道事業 ………………23億1,623万円
都市排水施設の整備を行い、市民生活の環
境整備を図ることを目的としています。

"公設地方卸売市場 …………2億4,535万円
青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した
価格で供給し、市民生活の向上を図ります。

"老人保健 …………………61億3,009万円
老人医療受給者に、医療費を給付すること
を目的としています。

"介護保険 …………………37億2,232万円
被保険者の要介護度などに応じて、必要な
保険給付を行います。

"農業集落排水事業…………6億6,861万円
下総、大栄地区の農業集落に排水施設を整
備し、生活環境の改善を図ります。

"簡易水道事業……………14億1,563万円
下総、大栄地区に給水する小規模な水道事
業です。

32億8,261万円
企業会計として「水道事業会

計」があります。

・水道事業収益（収益的収入）
……………………………18億4,247万円

・水道事業費用（収益的支出）
……………………………16億5,497万円

・資本的収入 …………………3億5,872万円
・資本的支出 ………………16億2,764万円

会計別予算の内訳
新
総
合
計
画
・

新
市
建
設
計
画
の
実
現
に
向
け
て

一
般
会
計
は
14
・
3
％
の
増

歳
入
の
56
％
が
市
税

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

※
平
成
18
年
度
予
算
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
財
政
課

（
1
20-

１
５
１
２
）
へ
。
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一般会計当初

市税　55.7％ 
275億6,293万円 
（内訳下欄） 

歳出 
495億円 

教育費　15.6％ 
77億6,399万円 

民生費　民生費　20.620.6％ 
101101億9,4699,469万円万円 

土木費　12.7％ 
62億7,512万円 

総務費　19.6％ 
97億2,314万円 

衛生費　10.8％ 
53億3,041万円 

公債費　公債費　8.18.1％ 
4040億2,7602,760万円万円 
公債費　8.1％ 
40億2,760万円 

消防費　5.4％ 
26億8,950万円 

商工費　2.9％ 
14億1,914万円 

農林水産業費　2.8％　13億6,831万円 

その他　1.5％　7億810万円 

民生費　20.6％ 
101億9,469万円 

市民
1人当たりの
歳出内訳

民生費…84,524円教育費…64,371円衛生費…44,194円消防費…22,299円
農林水産業費
………11,345円

その他…5,871円

総務費…80,614円土木費…52,027円公債費…33,393円商工費…11,766円

市民一人当たりに使われるお金…410,404円
一般会計当初予算額（495億円）÷平成18年3月1日現在人口（120,613人）

市民の皆さんに今年度いくら使われる予定かを、下欄の

イラストで示してみました。市民一人当たり41万404円に

なります。内訳で一番多いのは、民生費で8万4,524円。次

いで総務費8万614円、そして教育費の順になっています。

市民一人当たりの負担額（税金）が22万8,524円で、使わ

れるお金が41万404円ですから差し引き18万1,880円の不

足となります。不足分については、国や県からの支出金

や市債などで賄われます。

市民一人に約41万円使われます
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予算の内訳

市税　市税　55.755.7％ 
275275億6,2936,293万円万円 
（内訳下欄）（内訳下欄） 

市税　55.7％ 
275億6,293万円 
（内訳下欄） 

歳入 
495億円 

国庫支出金　8.5％ 
42億457万円 

市債　7.5％ 
36億9,400万円 

諸収入　5.5％ 
26億8,568万円 

地方消費税交付金 
3.4％　17億円 

地方交付税　3.9％ 
19億円 

地方譲与税　2.9％ 
14億4,233万円 

分担金及び負担金　2.9％ 
14億3,171万円 

使用料及び手数料　1.8％　8億8,618万円 県支出金 
2.4％　11億8,777万円 その他　5.5％　28億483万円 

民生費　20.6％ 
101億9,469万円 公債費　8.1％ 

40億2,760万円 

歳入に占める
市税の内訳

個人市民税
61億184万円

市たばこ税
11億4,684万円

その他市税（軽自動車税など）
1億7,291万円

固定資産税
159億2,374万円

法人市民税
40億3,103万円

都市計画税
1億8,657万円

市民一人当たりが
負担する税額
………228,524円

市税予算額（275億6,293万円）
÷平成18年3月1日現在人口
（120,613人）

市民の皆さんが今年度に納める予定の市税の内訳は下

欄のイラストが示すとおりです。これを一人当たりに換

算すると22万8,524円になります。内訳のトップは固定資

産税で159億2,374万円。次いで市民税101億3,287万円、市

たばこ税11億4,684万円となっています。

市民一人が納める市税は約23万円です




